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携帯用硫酸設熱式霧水量計の試作詩

踊宮孝治 須川明

(低温平:1略研究所 海洋芸品部門)
t昭和 ~8 年 7 月受理〉

1. 序言

数年来識の野外槻ifllJ~こ行った杭般から取扱いが間使で，しかも可成り信頼される rE確な偵

を現場で[立ちに19.るととの出来る校な，携帯f1Jの議水量計の必要を痛感していたが， との度の

;蕗の班研究に際して以下f'C述べる枝な棒ilJ¥及び、Mki/J¥のお11捉装置乞持つ，硫限設熱式の喜多水量計

の試作を行い現場で使Jijしてみtc。その結果，可成りの好成績が得られたので，ととに装置の

大要とその原}Il[使JlJの結果につき !(iA.合し大);の斜!批評，制i教示を仰ぐ;:j，く第である。

1I. 装置の構造及び原理

1) 椛 jilt

装置のお毘を第 11，.，，¥1 f'C :j:{~げた。 3.í~.;泣 lま A， B， C の 3部

分に分けられるが， Cの風向風建計の部分を除いた A及

び、 Bの主要部分のliI苦闘は第21凶lに示した。

A， Bの部分は CのN4側に Cと正ijさが勺;しくなる;仁氏地上

凡そ 1mの正:Jさに， J!1¥¥.fiIJ風建計の問!のJ-.，J!1¥¥.向!瓜波計の下

部fC耳瓦りもj"けられるtidこ設計しtc。

Aの主要部分は， 21王均UJ:{Ii~ 2 1/11 = 4250μ の市il!い枠JIたア

ルコ{ル~l~u安計 T1 と品'.îlの椋に泣かれtc小さい Dewar's

vessel D1より成り，B の守:~要部分は， [) nlffi fなの1111隔で司王

行f'C~a~った千均広千{i~ 2円ニ.'300μ のj:，y{くおI!v"¥2本のr'l金;141

Pと，小さい D巴war'syessel D2と，*iI\い枠!lkアルコ ~}v

;主眼ii-!-T2とより11'.米ている。 AのWJIJ¥諜股ii-!-T1及び、 B

の白金お.j~ pは， いやれも鉛ι方向に世いた主宰:1'なのおIH足悲

努北海道大換f創，itH感研究所業続策228披

低温手'l-撃策l1!frlt 昭和28年

第 1園

器水量計 (iJli比中)



第 2圏 Ü'-~程 A 及び Bの略悶
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置である。 EはDewar's vesselのゴム栓であると同時に， ;J!l段計 T1及び白金線Pに附着した

霧水の水切りが日的で，ゴム栓の中央部に，寒暖計‘及び、白金繰をilllし，ゴム栓の放下部で喪服

nl又は白金事j止と梓i l\自・するおiにしである。 F は同根で，拍捉6~llnの上限を主宰するためと cap G 

についた水が装置に減j下ナるのを防ぐためのもので・ある。 又必要の際には文桂 H を軸として，

廻持出来る様になっている。 Gはli¥l筒JIJ¥の取り外し可能の capで， iJjlbj~中ゴム栓 E ゃ，袈暖

計 TI>白金線 P の F 以 j~.の部分に議水が附j(Æするのをと防ぐためのものである。

2) 原正!~

霧JJ'i.:m:のiJlit..tはi長伎はi;?に100%であるとしてつ与えを進めた。議12のお1)捉装置として棒朕袈

暖計叉は白金械を使用したのは，とのおn捉部分に芭接自然風が常るととと，斯様なliil筒形の棒
又は事)止による霧粒の捕捉率が， Albrechtわや今:井氏宮〉によりJ'm論的にも賀験的にも可成りよく
研究され，その関係が判っていて都合がよいからである。今思暖計のむ筏をこ 21111> その露出部

分の長さを /1(11 = 15.5 cm)，白金総の直筏を 2m2' 露出部分の長さをら (12=70 cm)，風速を J!:

議主~T/:の質量分布の Modeの他を r，寒暖計 T1及び、白金総Pのおn捉互容を夫々的，a2とすれば，
Albrecht fLより

日
1 

1+0‘0820 ~: 
rr 

， (1) 
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。 . (2) 

1+0.0820 ~~:-
Yr 

1 

、で興えられる。但LJlの単位は m/sec，111j， nZ2J rの]単位は μである。従って時聞に寒暖計

Tl及び白金協Pへの着水量11及びんは

2IfJTf?SI 
h=ψれ221dl= . 一 ・・・ .•..•.. 目…・ ・ ・・一一・・・(3) 

山州五;
2lfJWι 

fョ=ψ乃2s2a2=ー一一一一一ι一一回・・・・・・・・・・・一.................・目白・・・・・ ・・・・・・・ (4) 

山仰oj手
£で表わされる。 {fl.し ψは空気の草f立体干j{中の議水量 (mg/m3)で，間111= SI' 円12'2=S2は犬々寒暖
計.T1叉は白金繰 Pの風に直角な方向の断聞杭の牛分(単位は rn2で表わすものとする)で，

器械の息死知の常数である。 Vt=Wは風粍(耳l.f加工 m) で風向風速計ーにより|直接寵み取り得る

査で、ある。

ととで11及びんは，以下に32sべる校1L測定される査であり，S]， S~ は器械の常数で、あるから，

(3¥ (4)の雨式を宅造形すれば，

(1ー竺~y)
k= V，.2ニ 0.08201111一 lJll ・・・.......................(5) 

(y-l) 

が得られる。但し

υ ICSl 
'ιー

1152 

型は 1回の測定ごとに判っている景で、ある。

)
 

ρ
り(
 

長即ち I令2!ま (5)式から求められる。又(別式より午Ijる通り長は yのみの函数であるから，あ

らかじめ止と yとの|結l係を1，九l示して置けば，現場で計算する努を省くととが出来る。

故に霧粒の質量分干liの Modeのfi{lrは

r = J ~ 
によって求めるととが出来る。

叉霧水量は (3)式により

iI(1+0.0820ヰ)
ψ一

2s1W 

によって求めるととが出来る。

女に着水量fI.んの測定は弐の;絞Kして行うのである。拍捉された霧水の間った小 Dewar's

vessel中に一定濃度の濃硫限一定景乞入れ， その温度上昇を寒暖計 T1及び T2により讃み取

12 (山側O!?)

2s2W 
. (8) 

る。 との装置では，霧水量 300mg/m3，風建 1m/secの場合 10分間の露出で、着水量んゐ共に



'10 

C 

J 

J 

2 

16 d 

12 2 

f 

繭情孝治 e

4 

Tf-
。iヨ
'勾

庭
と

L 

lL 
どl
v 
ノイ
レ/
」ど

lイ ~'，'<.."1lJ ¥.<J' 

よ 斗
、周

50 つ

第3鼠 7Kに硫間企{規4告については本文

4.0 )0 20 /0 

君主照)Ic巴を加えたときのi且1史上昇の司会

3主IHl線

須)1¥ 明

30mg;限度であるから，硫~交の:!Ttは 1ccにきめ

た。 ~fí:者主主の使用した硫酸は日東化J準工業株式

"I:JillI-.製， 日本試護規;格 1358，一級硫隈で， ìlllJ~ 

の結果比lRは1.84(22.20Cで)濃度凡そ 98%に

営る。

硫酸については， あらかじめ賓験用 Dewar's

vesselに 1-8cc税度の蒸湘水を入れ，それに硫

酸 100ccをカnえて，撹搾しながら温度の上昇を

高ìAいアルコ{ル寒暖計です)tJJ~ し， とれを硫隈1

CCの場合に換算して検定I回線を作った。第31品l

は横軸l乞水量w(mg)をとり，縦軸には温度上昇

θ('C)をとって， との閥係をl品iJ示したものであ

る。 との賀験に際しては，硫Rなが多量で、亙った

から， Dewar's vesselの壁や， *i!lいアルコール

zjミ暖計を暖め:るに要した熱五tの影響は Jf!r;M~ し，

又 Dc刊、口W、¥'川，、svesselカか、ら外へj逃韮創lげげJる熱の影理も?無民

制し7こ。

E火に装置のノj、Dewar'svesselの場合について考・える。温度はすべて気温を基準として測るも

のとする。

。:

To: 

。叫:

目。:

as: 

C叩:

1: 

T: 

θ: 

K1: 

Sl: 

最初jの硫酸の温度(iW!屯に際して，硫1攻瓶は謡1立を防ぐためにノHi・iに格納してある

闘係上気温より多少高いのがこ、Ff過であった)，

ノj、Dewar's vessel中で、議水に 1ccの硫離をこ入れて護熱させた時に示すi容液のi昆度

(護熱は可成り焼かい時nH中に起るから， ]:~l論的には瞬時に起るものと考えたh

寒暖計の球部内のアルコールθ熱容量，

Aの場合は小 Dewar'svcssel fスj壁の附子の熱脊21i と袈llR~l球部のうすい附子部分の

9;1¥容量との手11，Bの場合は小 Dewar'svesselの内壁，

び、白金棋の部内部分の熱容景:の純手11，

1 ccの硫陵の熱容量

7Kの比熱

虫ij!2fi'十球部の附子の熱容量及

vesseI仁!:1の霧7J'(K硫!殺を混入した時亥1]をご起酷IiとしてiJ!lJった時IHl，

t時比必ける硫醍と水との混合波並び、に Dewa凸 vesselの壁のもつ泊度，

t時刻に必ける寒暖計の示す温度，

Dewar's vessel及び白金線より空気中への熱停注:係数，

Dewar's vessel及ぴ白金線より空気中へ放熱する有効回積，
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K2: 寒暖計球部のうすい硝子墜から，アルコ戸ルへの熱惇建係数，

ら: 寒暖計球部のうすい硝子壁から，アルコールへの熱停建の有効商積，

と3なけば，先歩、 1=0で霧水と硫酸が小 Dewar's vessel中で混入稜熱の結果，一瞬間的にとれ

らの液及び ¥'eSSelv'壁が同ヒ温度Toになったと考えれば，

日(.To+ a. (Tu-13)十WC却To~ (a.十'l.t'c'w)θ ・・田・・・…・・・・・・…・・・・・・ ・・ 一…ー (9 ) 

， To=Ja8十 WC即)θ+a~~~壁土pl ……・・…・…・……・…-…・・…… (10) 。g十a.十WCw ag十日s

しかし水量 wは，硫醍量に比し2-3%に過ぎないから，近似的に(10)式の後式の様にたいて

もよい。但しととに硫酸と水とは夫々混合後のi容液の欣態にたいても混合前と同じ熱容量を

もうものと仮定した。とればI切らかに正しくないが，水の混入は以下に述べる様に僅少に過ぎ

歩従って水の熱容量は硫酸の熱容量に封して無胡される符であるから，上記の仮定は到建され

る結論に沿いてはE巨大な訣りとはならないものと忠われる。即ち，小 Dewar'svessel中では混

合液並びに小 Dewar'svesselの内壁，寒暖計球部のうすい glass壁， 又は白金線の器内部分は

1=0でl博ntl1的に凡なる淑度をもっと考えられるが，寒暖計の球部内のアルコール部分は，未
だ温度は 0，即ち外気温度と考えてよろしい。 しかし時1mの経過につれて，袈暖計の球部は混
合i夜のために熱せられて，漸次温度は上井Tると考える。叉小 Dewar'svesselは二重管内の空

気を抜き，なるべく断熱的でるる棋に作ってあるが，二重管内部は銀鍍金してないし，ゴム栓

或いは白金車肢を通して熱は多少逃げ去ると思われるので， とれに封しでは，制く大ざっぱに内

壁温度(混合液のi毘度に等しい)Tから外気(1毘皮切にまJして Newtonの冷却法則に従って熱

が逃げ去るものとして考えを進めた。斯様に考えて時刻 tまでに硫醍と水との混合液の失った

熱量は，寒暖計が得tc熱量と， Dewar's vesselから外部に放失された熱量の手11で、あるとの考え

から，弐式が得られる。

川

(ロ11わ)式を tについてf微鼓分ずれば，

dT d8 
一(a8+ag+wcw)一一=向一一+K1S1T ー・.........................・ (12)

d/-dt 

一方寒暖計でも，その示度は Dewar'svessel内の溶液の温度を直ちに示さや，近似的に

K2S2 (T-8) dt =ιJθ 一....... 一・・田・・・ぃ・ ー -…・・……・・ ・・・ (13)

なる闘係がある筈であ.るから， (13)式から

d() 
T= と~~ +θ ・・ ・一-・・……一一…-一一・…...... ………・:・… (14)

が得られる。 1B.L

と一一空-
K~82 



12 縞官孝治 安頁川 明

である。又(14)式を tで微分すれば

d.T . d2(j ， df) --.== ζーーァ+一一 ...................・・・・・…ー・・ ・・ ・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ (15) 
dt ~ dt" dt 

となる。 (14)，(15)附式を (12)式に代入し，整珂lすれば衣の式が得られる。

d2(j • n dθ 一ーァ+2e一一+1l2(j == 0 ・・・目・・田・・・田・・ ・・ ・・・ ・・・・・・田・・ ・・・・・・・・・・ ・ ・・・・ (16) 
dt" dt 

但し

、B
E
l
l
-
-
1
1
E
E
l
J

C
口
一K
一

、

p
t

豆、，ノ
十一

F
M

m
一
w

-

川
一
十
一

J

1
『

i

-

H

V

一
F
L

。
一
日

-
u

w
一
H

A
一汁

汁一九ハ

ι一四

日

一

(

一

一

+
一
一
同

日

一

一

μ
」

一
一
一
一
一

向

C

2

2

0
山

j

• (17) 

(16)式は漣度に比例tノたi!ilj振作用のある場合の， 自由拡動の方程式と全く同じ'Jlラであるから解

ける。但し初期保件として，

iθo  

I T Tα 
f = 0: I 
Idθ T" 
|一一=てと((14)式より)
l dt 

を満足する校に僻けばよい。とのi羽-合11¥11題になるのは E>/1なる場合，日[lちj阻度。が.bfl-し

て，t=f切るで、 θ=仇るでi(む:五i/;1度を示し後は漸次低下する場合である。従って ε>，II として

併を求むれば，

(18) 

θ=十 7王与-.[e-汁-
:J，(、ν/εど畠一Pがf 

が件られる。との式によって袈暖計の示度 θと，時IHJt との院]係a:求めて li，，';j示すれば第 4lii~1中

資制の綜た形となる。 I前l中の黒丸は筆者らの A装置につき宜1111Jを行った結果で、ある。1lIIJltの

際K読み取るのは，寒暖計の示!支の最高{li'L{}切るであるから， (19)式よりとれを求めれば，

θ-~JJε_ .，; e2_n2Y-V o'-，，' 1ョ去二/-']
z-c i石マ51F五 7j (20) 

となる。又 θ=ι となる時妥Ijt == t明は

んn-万ら吋出吉) . (21) 

で興えられる。

εや nの自立は (17)式から判る棋に，股絡にはな等水量によりiJlit屯持に挺る古tではあるが，第2去

に見られるね;に w は20.--30mg位の量で，硫隈 1cc に比較して 2~3% に過ぎない。 従うて

町却も as+目。に比較して近似的にf医師見しでも，現在の精度では問題にならない。従って e，n:J. 

は共に常童文と見倣して来支えないから，

。柄。てTo ..........・・・ ・・・ ・・ ・・ ・・・田・ ・・ ー ・.....目.............(22) 
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となり， (10)式によれば Toもθ+13に比例するから再び、

凡 cx(θ+/3) ..................・...，.........…-….....・..・6・...........・・・・・・ (23) 

となる。故に

θ= J.t}"，-s 、.....ー ・..一 ・・ ・・・・・・・回目 a・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・田・・田・・ ・・ ・(14) 

が得られる。但し Aは次式の如く，装置，使用した硫酸に闘する常数である。

イ1十(七))， I日コ:::二)討平
従って(24)式に沿いて常数Aの

値を知ってjなれば (.1の値は絡章

に述べる株に貰験的に求めるとと

が出来る)，気温l乞封する硫酸の温

度，寒暖計の硫酸混入による温度

上昇の故高示度ιを測定して，
θの値が判り，第 3f沿Jiによってノj、

Dewars' vessel中の水量 wを知る

ことが/:1¥来る。

現場ì!IlJ'J~の場合に沿いて，例え

E 
o 

?~ 
1.0 o 

t o 

;0 .6 

1 1.0 
，温

iヨ
R 

8m 庁
40 ト主
。

ば A部の主I民主1'1'11こ主Jずる7己=水 J 

長11i乙主Jし， ゴム庇 Eによる水

切りの後にも，或る微小水量が寒

暖計1'1'て附清して残る沼.れがあ
/ο ο プー

k 

¥ 、
k 
¥ 
F、、、
1'--
、又

....... (25) 

円、、

書イ

J3 

る。 との浅{とおコ水量l会後に主主べる

拡に}与:験のiiJi果， ;irfïJ\.:n~には J!!~MI;J

ヲ
10 12 仏 16 んr11" 

係で，ゴムjぐによる水の切り去が

第4闘小 Dewar'sveseelについての水，硫階ill..合
後のi町史上空1・と l時jiij経過との関係(黒丸は貨il¥lμーコ I171]) 

-t主であれば一定であると二与えられるから， とのjitをε(mg)と沿く。放に:水切りの結果，小

Dewar's vcssel 1:1" に流入したノ'J\.主~を w (mg)とすれば，iti水量 fけま

!t ニ w十ε ...・・・ ............................................................・..(26) 

で興えられる。 εのfl[[は貰験(次本参照)の結果から求められる。

特別な場合として Dewar'svesscl の壁から，熱が逃げ去る影響がカl~i悦される;場合には， (17) 

式に沿いて 11=0であるから， (1f:i)式は

rPd ." dt} U_+~e:~一一 =0
dl"' dt 

(27) 

となり初Hりjj除十i:(18)乞i，，'ju止する制tは
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θ= ATo (1_e-2~t) 
2(e 

で興えられる。 (28)式によって Oの時

It¥I的縫化を|而l示すれば，第51;，.;;¥の賞械

の様な月五となる。 との場合は丁度大き

い貫験111Dewar's vesselによる θとw

との閥係を求める質験にほぼ相常する

ので，肺l中には一例としてとの寅験の

一つの場合を黒鳥liで示した。 との場合

には Oは最初は{J:i敢に上昇するが，時

間の経過と共に段々に上昇の割合が減

少して，遂に臥 Toに;圭する。 と
2εこ

C 

701 

.，，-
11l 

5.0 J 

40 〉ドつ員
え
主二

J 0 } 耳一

20 

10 

•••• •• 

一

. (28) 

‘ 

θ 

←-

一一一一咽・..)I'.n l 

の場合的~ aa， amであるから 1'0= ， 
10 12 争 16 ホ伺

θ+s，2ε(=1となり θ叫 =θ+sとなる。

大 Dewar'svesselの場合の第 31，訪!の寅

~.5闘賞験用 Dewar's vesseIについての温度
上昇と時H司との闘係、(黒丸は笈il¥IJのl例}

験では，質験室内の貰験でs=Oであったから， θm=θとなる。

III. 装置の検定

前述の装置を依って，霧水量を測定するには次の検定が必要で、ある。

1)装置の小 Dewar'svesselに閉まる水査の程度に到し検定にn1いた硫隈1ccを入れた場合，

小 Dewar'svesselの壁が完全断熱と考えられる王m想的な収態に必ける温度上昇 θ(OC)と，水量

w(mg)との闘係を求めてゐく必要があるο との貰験Iについては前項に述べたから，ととにwぴ駒
jA;べないが，その結果として第31司が得られた3

2) 小 Dewar'svess巴lに泊った水量 wに，硫隈 1ccを入れた場合の寒暖計の最高示度。m から，

θの航を (24)式をIlJいて計算するために，装置の常数 Aを決定しなければならない。とのため

に次の質験を行った。

先十A鼓i宣又はB装置の小 Dewar's

vessel中に， 10mgから 50mgまでlOmg

IHJ隔でッ'J'(w(mg)・を入れ， そのj主に 1cc 

の硫般を入れて殻熱せしめ，附反:jの;J~r段

計により試慌に到するu¥l度上左手仇ιをこ求

めたG お31品!から，w I'C到する完全医)r熱

に主Jするj見!皮J-，.y/-θ をこぶめ， (24¥式にこ

の θ，(}m， sの他を代入して Aの他を求

悦}

第 1表 A 0) fl直

A袋鼠 B 装置

1.69 

1.64 

weight 

2.5 

2.0 
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めた。 vessel に入れた水量 w~乙潤する A の値を示せば，第 1 去の様になる。

去によれば，Aの{直は71dまには隣j係ないから，水量によって去の様な weightをつけて千均値

を求め， との値を」として使用した。

3) 水切りの浸水長 ε のff~lの決定

水切りの建ノ']，(TI>:を:求めるには， 1yJjえばA装置に沿いて，寒暖計T1の捕捉桂の部分に，10r-...50 

rngの白正予:[1水量11左，ピペットにより附着せしめ，ゴム栓 Eで水ザ)'りを行い，下の小 Dewar's

vesselにi切ったJ]，(TI>:について所'.'<tの方法で、護熱せしめて水量 w を測定し， (26)式によって εを

求めた。その結果 εは着水量には無関係な常童文で，千均値として寒暖計.T1に封しては 4.0rng 

でるった。 B装置の白金線の場合には，ゴム栓の作り方が不良であったためか， εのfi主が可成

り大きく 20rng位のfr江を示L，到底使用に耐えなかったので， との場合には設熱の際，硫酸の

一部を白金線の捕捉部分の上からかけて，硫酸と水との混合液を下の小 Dewar'svesselに流下

ぜしめ，数回との操作を繰り返して後に，ゴム栓でツk切りを行って，硫酸の残量を小 Dewar's

vessel中に入れ琵熱せしめた。従ってとの場合は，硫酸の一部が白金線上に残っても，その分

量は疏離の分15:に封しj!1~脱出来る程度であるから， 寅際には ε=0と沿いて計算した。 との方

法により可成り良好主主結果が得られた。

4) 主要JK長や，霧粒の質量分二fIjの rnodeの値 rをiELく算出するには，風程や風速の正しい

fltiが必要で、あるので， c部の風向風迷計又はビラム微風控計(極めて微風の場合にはピラム微
風池計を依)Jjした)は検定の上依Hlした。

IV. 測定の方法並びに計算法

1) 先十 A，Bのノj、Dcwar'svessel中に前iJ!lt.tのi僚から残っている硫般の主部分は，スポイト

にて除去し，他は紡世にガーゼにて拭き取る。組く微量は残存していても 111~支えない。水で洗

ったりしてはならない。ととでゴム栓もガーゼで持lLt:VC拭き取り，ゴム栓を下げτvesselκ蓋

をする。

切手くに第 111，;;1の虫nく・!日付けられた装世の千面が，三¥'-均風向にほぼ、也fCJになる椋に廻;1曝せしめ
る。そして測定開始直前に A，Bのおli捉部分を，ガーゼで加温に拭き取る。とれから測定まで

に多少の議7Kがづいても，ゴム栓にて上に水切りを行うから差支えないのである。

3) 1l!it.tは A，Bのゴム栓乞ト.け'て， InJ杭 F上の capG 中に入れた時間jから始まる。 との際

1Ji.\'ír，)風建~tーの誤みをあらかじめ積んで泣くととは rl1 すまでもない。議水量の大小により露出時

間は 5"，20分II¥Jとする。とれば白金総につく水位の批態から大体判断するととが出来る。露出

時1111の絡り頃に試1~1 T"をと A，B装世の袋暖計 Tl> T2にて読み取ると共に，硫段温度 T8 を硫

酸瓶の口のゴム栓につけた芸区二ii-jで読み取って会く。 従って試出a.~こ基準とした硫醍iEl度。は求

められる。

4) 銘IH~修了と共tζ，光す
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を下してJK切りを行って小 Dewar'svesselに栓をする。 -:j，くに B袋世の捕捉部分のJ二からピペッ

トによって 1cc の硫肢の一部を 3~4 回白金総に沿って沈下せしめて後， ゴム栓 Eにより水切

りを行って，ノj、Dcwar'svesselの茸をし， 又少し上げて残りの硫慨を小 Dewar'svessel中に白

金線に沿ってがLし込み拾をする。器械を乎で少し振動せしめて，中の硫般を撹j4'せしめる。寒

暖計%の示度が上昇して，放出iとなった1I(i.を讃み，気温に割する上昇温度 0"'2を求める。三た

にAの装置のゴム栓を少し i二げて，手県く 1ccの硫隈を小 Dewar'svessel中に窓暖計の球部

に沿って流下せしめ栓をする。 その後は Bの場合と同様にして.1二昇温度 θ"，1を求める。次に

.霧出時間 t，風程を讃み取り，検定曲線より民千均風建 v， 良風程 147を計ー算する。

5句) θ仇勿肌.1及てびλ、θ叫と 8とを (ρ24の)式に代入して θ耐1及びぴ司 θ仇2~をと求め， 第 3引i

を求めるc 着水量は 11=W1十e，12=叫によって求められる。

6) グ〈に霧水量11> 12と常敢Sl，S2とから (6)式により yの純をこ求め， (δ)式に代入して正の値

を求める。ーまくに hと良三j-'.均風速Yを(7)式に代入して，霧位の質量分干liの Modeの値 rUこ求

める。

7) さえに清水量/J，良風程 14'及び止のfliLを (8)式に代入して，霧水量 Vを算出する。

V. 測定の費例

日間1127 年度議研究班の-~ti として， 7 n 28日-8)]8日のWJ11I11. 北海道厚岸町，北k臨海

第 2表 厚}干jlj，)$:接観l¥¥¥j?1fJliNUこ:ttiける筑jl¥llの何'1]

で I~~'I 制 iflU11ltl引÷il!ij7.E: 

番;虎

1 ¥m/5112lm12oi ir到引自主|21itz計二限12
2 |同四酢/βラ18.20バ¥0.5イ|一…吾|い;;お;[ ?認glい;:;引|j;: 
3 11酢 15.1311.451870 l;gl;flzl 132I21212121tgjl8.71 93110 

4 1 f1¥li匂16.10川ooliE17111付 lzzlmlEfthι
5両liJii11051630l 134i日間的印刷 ω1275110 
611H/71517110160D|137jf421121 ~判 :;:|ω1 6 81162 111.6 

-7-1~1ll-;;8. 4~17FiJlh刊h112| 副長「EEEFF
8 111!l/7 19. 10 1 0.451270 1ぉlzli:;[1341:引ぉ|同iF7lm110
9iW84刊I1必11刈i;;|l;;ltii州立:[;?;|践 3.511叩I20 
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質験所裏の高地(r認さ約 60m)にある嘉概jJ!lJNj附近で，乙の装世により寛日11Jを:行った。筆者ら

の測定期間中は，あまり濃い謡はなく，議水量にして故両 300mg!m8程度のものであった。そ

の測定結果を第2去に掲けγこ。

自中のうすい霧の場合;乙t土地上附近では泌皮が ]00%以下の場合が認められた。夜間や日中

でも濃霧の場合は漁度は多くは 100% に3~するがp 斯絞な場合でも霧のかかり始めや泊散時に

は100%以下のとともある。斯様にi熱度が 100%以下の場・合には議ノk居に多少の補正主要する。

議水量をこ求める際に， 議1設の大きさの影響が小さいならば 'A装置又は B装置だけの測定

を行い，その結果に霧粒の質量分布の Moderの蹴11且を用いて， 議水量を求めるととが出来る

筈である。斯総な場合には，装置は小さくなり，測定の手数は少なく且つ装置を作る費用も安

'l1~I となるので好都合で・ある。このためには謡水量に到する室長粒の大きさの捷化の影響が問題で

あるので，とれを少し吟味してみた。霧粒としては箔 2 去の〆の平均値 rm=8.6/~ の値を用い，

とれが常に一定でるると椴定して，11だけ又はんだけのjWJ定から霧水量を算出して見た。その

結果は第3去の下構jに示した如くでるって，11，ゐ雨方から求めた霧水量と比較して，個々の

値から)j.くめた霧水量は可成り大きな誤差を生やるととが牛IJった。特に霧粒:に封する捕捉至容器の

小さい A装置で誤差が大さく，又貰際の rが ω=8.6μ から離れる程誤差が大きく， A装置

だけの場合には選手水量が員の{庄の 2-3倍或いは数分の 1になる場合が起る。

第 3表 A，B雨装置により求必られた霧*量と A叉は B皐濁で求めた霧水量との比較

第l却の附貌| 2 3 4 5 6 7 8 9 

A，B雨袋置.J 
質量分布の M仰 r(μ)I 5.6 15.9 8.7 6.7 6.2 6.8 8.6 15.7 35 

によるiJ!lIA 霧水量 ψ(mg!m3)I 138 201 93 184 184 162 268 330 19J 

A~吾置だけ 霧水量 qJA (グj
によるiJliIA 76 487 116 160 163 133 268 823 46 . 

B袋i徒だけ
案喜氷室内 (ν)ι 119 249 147 186 239 164 259 402 126 による測定

長jlち，との方法による議水量のilHJえには，どうしても A，B雨装置を依)jjしなければならない

ととが*IJる。 しかし，近似値であれば捕捉率が 1に近い装置， との場合では B装置によって

も求められる。とのととは議tJLの捕捉率が1以下で，しかも議tJLのたきさによって，捕捉卒が

竣化する椋な他の薪水量測定装世についても言えるととであり，との*去な場合には，霧粒の大

きさのiJHJ:uごを同時に行って，その影響を干!!liEしなければ，その霧水量の測定1j!iは相常大きな訣

売を合んでいるととになるので注意すべきである。

様 A， B 雨装置の主主iR~の場合の1111捉挙 α1，仰は第 2 表に揚げてある。そのヂ均は凡そ α1=0.28， ω =0.80 であ
った。
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VI. 穂括及び結語

現場でiliちに霧ノrJ\.2'itの if{i と，議~~t:(l) 111ft分ギjiの Mode のií{i.とを ;R~ぅ f~}る桟なJ先帯JIJfi;íè械設熱

式;揚水量計を試作して，北海道!手lT=tωifのj伝説について数回の;J(I)，ι を行ってみた。その結よ↓~~~.

成り好成績を収めた。

しかし，未だ器械の構造や取り扱いに多少の改良すべき所もあるが，とれは衣の機合に譲る

ととにして，現在までに符.られた結果につき報台じた。

この研'先は日付手1127 ~r.度文部省特別研究費並びに， 防諜林研究合の究JHによって行われた務

班の研究の一部である。

1) Albrecht 1931 Phys. Zeits巴hr.，32， 48. 
2) 今井一郎 1942中央気象窪棄報， 20，67.

文献

Resume 

1司1econstructed a portable fog meter of heat gcnerating type. The characteristics of 

which are summarized as follows: 

(1) '1‘wo fog collectors with different effici巴nciesare used at the sam巴 timc; 1n on巴 ofthem 

two parallel， tightly stretched Pt-wires s巴rveas fog capturing ag己nctes，whil巴 inthe other a 

single rod-shaped thermometer， plays an a:lditiona! rol巴 ofcapturiilg fOg5. They are directly 

exposed to fogs， without creating any appreciable disturbances in the natural flow of air. 
(2). The fog water contents are measured indirectly by observing the rise of temperature due 

to the heat generation that takes place 011 mixing H2SO盆 withcollected fog water. 

(3) The mean effective radius of fog particles during 5-10 minutes can be determined， besides 

the mean fog water content. 

We mad巴 sometests of the instrument in the field observation of advection-fogs， and 
obtained fairly good results. 

Though the instrument leaves something to be desired， we have described， here the d巴tai!s
of structure， the principle as we!l as some practical examples， with the intention of furnishing 
the ground for further improvements. 


